
年金・介護 行政経営

 行政経営企画課（福間庁舎）　☎４３・８１２１

高額介護
サービス費
（支給）

上限額
利
用
者
負
担
額

1カ月の利用者負担の上限
利用者負担段階区分 利用者負担上限額

一般世帯

住民税非課税世帯

世 帯 37,200円

世 帯 24,600円

個 人 15,000円

個 人 15,000円

●合計所得金額と課税年金収入額の
　合計が80万円以下の人
●老齢福祉年金受給者

●生活保護受給者

学生納付特例制度と年金給付の関係

学生納付特例制度

受給資格期間

年金額への反映

障害基礎年金・遺族基
礎年金の受給資格期間

老
齢
基
礎
年
金

○
算入されます

○
算入されます

×
反映されません

市では「部単位」での経営を徹底しており、各部が

掲げた経営方針を基に新年度予算を編成し、事業

に取り組んでいます。

平成２３年度
各部経営方針
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介
護
保
険
で
は
、
要
介
護
者
・
要
支
援
者
が

受
け
た
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
１
割

を
負
担
し
ま
す
。
こ
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
費
が
高

額
に
な
る
と
利
用
者
負
担
も
高
額
に
な
り
、家

計
に
過
大
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
は
、世
帯
の
介
護

費
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。１
カ
月
間
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
の

世
帯
で
の
合
算
額
が
一
定
の
上
限
額（
下
の
表

を
参
照
）を
超
え
た
場
合
、申
請
に
基
づ
き
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
負
担
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
対

象
者
に
は
、市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課
か
ら
申
請

書
を
郵
送
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。た
だ

し
、施
設
利
用
の
際
の
食
費
や
居
住
費
、住
宅

改
修
費
、福
祉
用
具
購
入
費
の
利
用
者
負
担
額

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課
介
護

保
険
係（
福
間
庁
舎
）　
☎
４
３
・
８
１
９
１

日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
は
、20
歳

に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。学
生
に
つ
い
て
は
、申
請
に
よ
り

在
学
中
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

◆
対
象
者

日
本
国
内
の
大
学
、大
学
院
、短
期
大

学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
、一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
学
生

◆
学
生
納
付
特
例
の
特
例
期
間

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で（
年
度
の
途

中
で
20
歳
に
な
る
人
は
、誕
生
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
）。年
度
ご
と
に
更
新
が
必
要

で
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
期
間
の
扱
い

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、保
険
料
納
付
済
み
な
ど
の
期
間
が
25

年
以
上
必
要
で
す
が
、学
生
納
付
特
例
制

度
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、年
金

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
生
じ
た
時
に
、国
民
年
金
保
険
料
の

未
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
は
年
金

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、未
納
扱
い

と
は
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、将
来
の
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。な
お
、10
年
以

内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
②
学
生
証（
ま
た
は
在
学

証
明
書
）③
認
め
印

申
請
受
付
窓
口

市
市
民
課
保
険
年
金
係

（
福
間
庁
舎
）ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
津
屋
崎
庁
舎
）　

福津市高齢者
サービス課
☎４３・８１９１

●市民課（福間庁舎）  ☎４３・８１２７

福津市民の窓口

福津市市民課から福津市市民課から

学生納付特例制度

第37回

地域生活部
・郷づくり推進事業
・自治会（区）支援事業
・農業基盤整備事業
・水産業基盤整備事業
・商工会補助事業
・福津ブランド戦略事業
・観光産業活性化推進事業
・行政・観光情報ステーション運営事業
・アンビシャス広場推進事業
・住宅用新エネルギー設備等設置補助事業
・郷育カレッジ講座運営事業

都市整備部
・福間駅東土地区画整理事業
・西郷川リバース自然あふれる川づくり事業
・竹尾地区緑地保全事業
・公園リフレッシュ事業
・市道整備事業
・西郷川リバース集いの駅整備事業
・まちづくり交付金事業

教育部
・古墳公園史跡等購入事業
・子ども司書養成事業
・小学校太陽光発電整備事業
・学校運営協議会推進事業
・中学生職場体験事業
・通級指導教室整備事業

今回掲載したものを含めた全ての経営方針は「平
成２３年度予算編成方針」として福間庁舎１階情報
コーナーで閲覧することができます。各事業の概要
も記載していますので、ぜひご覧ください。

部経営方針
市が平成２３年度経営方針に掲げている重点施

策・事業の一部をお知らせします。

総合政策部
・庁舎統合事業
・市有地利活用事業
・男女共同参画プラン策定事業
・世界遺産登録活動事業
・サイン整備事業
・ユニバーサルデザイン環境整備事業
・緊急雇用創出事業

市民部
・市税収納対策事業
・乳幼児医療費支給単独事業扶助費
・コンビニ収納導入事業
・自動交付機による証明書発行事業
・地方税電子申告事業
・下排水施設等改善整備事業
・防犯灯新設事業

健康福祉部
・住宅手当緊急特別措置事業
・障害者ふれあい事業
・乳児家庭全戸訪問事業
・「こどもの城」整備事業
・学童保育所整備事業
・個別予防接種事業（臨時特例措置分）
・妊婦健診事業（HTLV-Ⅰ抗体検査の追加）
・発達支援事業
・ひとり暮らし高齢者等見守り事業

利
用
者
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
は
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。



食育・子ども

郷育推進課（津屋崎庁舎）
☎５２・４９６９

場所　図書館おはなしの部屋
問い合わせ
①④ふくつ語りの会
代表　渡辺満子　☎４３・３４１１
②お日さまのうたサークル
代表　石橋利枝　☎４２・５０６１
③子ども劇場・おはなしの国
 　　　　　　     ☎４３・０７１５

日時　子ども向け　毎月  第２・４土曜日　１１：００から
　　　大人向け　　毎月  第１・３日曜日　１４：００から
場所　２階視聴覚室
　
　
日時　赤ちゃん向け（木曜おはなし会０１２）
　　　毎月  第２木曜日　１１：００から
　　　低学年児童向け　毎週  日曜日　１５：００から
場所　児童書コーナー奥のおはなしの部屋

絵本の読み聞かせ

映画会

市立図書館　☎４２・８０００図書館には、新しい本やDVDなどたくさん入ってきています。ご利用ください。

本・ＣＤ・ＬＤ・ＤＶＤ・ビデオ紹介

図 書

②５月１４日（土）
　１５：００～１５：３０
　「ぼくにげちゃうよ」
　「アンパンマンの紙しばい」

④５月２１日（土）
■幼児～小学生（低学年）
　１５：００～１５：３０
　「おかあさんのたんじょうび」
■小学生～大人
　１５：４０～１６：１０
　「願いのゆびわ」

③５月１９日（木）
　１１：００～１１：３０
　絵本やわらべうたなど

①５月７日（土）
■幼児～小学生（低学年）
　１５：００～１５：３０
 　「ひなどりとねこ」
■小学生～大人
　１５：４０～１６：１０　
「くわず女房」
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「
食
育
推
進
条
例（
仮
称
）制
定
審
議
会
」の

委
員
を
は
じ
め
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た「
食
育
推

進
条
例
」が
、制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
で
は
、食
育
に
関
わ
る
関
係
者

の
役
割
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

市
お
よ
び
市
民
の
役
割
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
市
の
役
割
」

●
市
は
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、総
合
的

か
つ
計
画
的
に
食
育
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
実
施
す
る
。

●
市
は
、食
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
必
要
な

財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
。

●
市
は
、食
育
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
、正
確
な
情
報
の
提
供
並
び
に
必
要
な

啓
発
活
動
及
び
学
習
機
会
の
充
実
に
積
極

的
に
努
め
、市
民
、食
に
関
す
る
関
係
者
及

び
事
業
者
等
へ
の
理
解
を
図
る
。

●
市
は
、食
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、国
、他

の
地
方
自
治
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
と
の

連
携
に
努
め
る
。

「
市
民
の
役
割
」

●
市
民
は
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、食
に

関
す
る
知
識
を
深
め
、食
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
、自
ら

健
全
な
食
育
を
実
践
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

●
市
民
は
、基
本
理
念
を
理
解
し
、自
発
的

か
つ
自
立
的
に
食
育
の
推
進
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す

る
よ
う
に
努
め
る
。

（
条
文
よ
り
抜
粋
）

今
回
で
食
育
推
進
条
例
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
は
終
了
し
ま
す
が
、食
育
は
、市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
推
進
で
き

ま
せ
ん
。今
後
、こ
の
条
例
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
皆
さ
ん
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

「
食
育
推
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市内のアンビシャス広場活動紹介～みやじアンビシャス広場

平成１３年に始まった「青少年アンビシャス運動」で
は、１,４００を越える団体が県内各地で活発に活動してい
ます。その中から特に優れた活動を行った１１団体が決ま
り、みやじアンビシャス広場がその一つに選ばれました。
３月６日にアクロス福岡で開催された「青少年アンビシャ
ス運動シンポジウム」において表彰されました。
今年で７年目のみやじアンビシャス広場は、宮司コミュニ

ティセンターで、登録制や年令制限をせず自由に参加出来る
広場として、行政・区・地域との連携を取りながら活動してい
ます。 毎週金・土曜日に開設し、夏休みは宮地嶽神社でのラ
ジオ体操、コミュニティセンターでの陶芸・絵画・料理教室・
物作り教室など充実した夏休みを子どもたちと過ごしていま
す。 広場の運営には、地元農家や商店の皆さんからの協力
もあり、イベントや大会などの賞品は子どもたちにとって、
地域に育てられているということを学び、思い出の１ページ
に残ると思います。
この度の表彰は本当にうれしく思います。今後さらに創意

工夫を重ね、より良い子どもの居場所づくりを目指します。

「キタキツネ物語」
ＤVＤ

いきいき健康課
（ふくとぴあ）
☎３４・３３５１

恐ろしいヨウカイに村を荒らされな
いよう、言うことを聞いてきた村人たち
でしたが、増していく要求に困り果て
…。 絵本の原作の良さを大切にしなが
ら、オリジナルの曲と朗読によって新た
な世界を作り出す「うごくＤＶＤえほん」
のシリーズ。

「ヨウカイとむらまつり」
ＤVＤ

A V

読書と成績が比例するわけではありま
せんが、本をたくさん読む子は必ず「あと伸
び」するといいます。 思考力や想像力、語
彙力、探究心や感性などを育てるため、
子どもを本好きにするための選りすぐりの
本と、さまざまなノウハウを集めました。

「一生読書好きになる本の選び方」
学研パブリッシング

夜になりました、お父さんたちが帰っ
てきます。 魚のお父さんはさらさら流れ
る川を泳いで、テントウムシのお父さ
んはぶーんと飛んで、ウサギのお父さ
んはぴょんぴょん跳ねて…。 お父さん
たちの帰宅を温かく描きます。

「おとうさん　おかえり」
マーガレット・ワイズ・ブラウン

ブロンズ新社

悩み多き若者のたどりつく先であった
西洋文学の世界が、いま臨終を迎えよう
としている…。桃山学院大学教授のドイ
ツ文学者が、文学の研究者と読者の双
方から失われたものを数え上げながら、
近代日本の来

こ

し方
かた

を振り返ります。

「失われたものを数えて～書物愛憎～」
高田　里惠子
河出書房新社

図書室の先生ミス・ブルックスは本が大
好きで、一年中読んで聞かせる。あーう
っとうしい！私はどうしても本を好きになれ
ない。読書週間や読み聞かせなんて、
なくなっちゃえばいい！でも、仕方なく手
にした1冊の本を開いてみたら…。

一 般 書 児 童 書

冬に出会い、春の初めに５匹の子ど
もが生まれたキツネの夫婦。 短い夏が
終わり、秋が訪れる頃、子どもを自立
させるための「子別れ」の儀式が始まり
ます…。オホーツクの雄大な自然の中
で繰り広げられるキタキツネ・ファミリー
の愛と感動の物語。

広報ふくつ

「ほんなんて　だいきらい！」
バーバラ・ボットナー

主婦の友社

※みやじアンビシャス広場では、子どもたちを見守ってくれ
る地域の人を募集中です。詳しくは問い合わせください。

麻生知事から表彰状を受
け取る代表の岩崎さん

夏休みラジオ体操の様子

▲

▲



環 境

うみがめ課（津屋崎庁舎）
☎５２・４９５２（環境づくり係・清掃対策係）
☎５２・４９５３（資源リサイクル係）

男女共同参画・消費生活・文化財

生活安全課（福間庁舎） 43・8106
教育総務課文化財係・古墳公園建設係
（津屋崎庁舎横） 52・4968
教育総務課文化財係・古墳公園建設係
（津屋崎庁舎横） 52・4968

震災を口実とした
義援金詐欺に注意！
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看護学校近くにある宮司志良部
み や じ し ら べ

遺跡を調査して
いた時のこと。パワーショベルが搬出した土砂の山
をふと見ると、円い輪っかのような物が顔をのぞか
せています。手に取ると黒味がかった緑色の金属
製品で、銅釧

どうくしろ

と呼ばれる青銅製の腕輪のようです。
銅釧には貝製腕輪を模した有鉤銅釧

ゆうこうどうくしろ

と中国系とも
いわれる円環形銅釧

えんかんけいどうくしろ

の２者がありますが、本例は
後者のようです。半分以上欠損していますが環の復
元直径は約５.６㎝あり、弥生時代中期に良く見られ
るサイズといえます。希少な青銅器なのですが、不
幸にも搬出土から見つかったため帰属は明確では
ありません。しかし、この
遺跡で発見された弥生
時代の遺構に関係する
可能性があります。今後
の調査で詳細を明らか
にしていきます。

偶然見つかった青銅器
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▲円環形銅釧

▲福津市は、男女共同参画都
市を宣言しています

男女共同参画推進室（福間庁舎）
43・8116 

男女がともに歩むまちを
めざして（市の取り組み）

◎
講
座
・
研
修

女
性
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
や
市
の
審

議
会
な
ど
に
参
画
し
、政
策
･方
針
決
定

の
場
で
活
躍
で
き
る
女
性
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

審
議
会
等
女
性
委
員
交
流
セ
ミ
ナ
ー

市
の
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
の
女
性

委
員
を
対
象
に
研
修
と
意
見
交
換
の
機

会
を
提
供
し
、委
員
相
互
の
連
携
と
交
流

を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
講
座（
出
前
版
）

市
内
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
企
画
し

た
講
座
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

◎
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
関
連
事
業

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
」一
行
詩

市
内
の
小
中
高
校
の
児
童
、生
徒
か
ら

応
募
さ
れ
た
優
秀
作
品
に
つ
い
て
、表
彰

を
行
い
ま
す
。

男
女
が
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や

グ
ル
ー
プ
、事
業
者
な
ど
を
推
奨
し
ま
す
。

◎
相
談
事
業

先月の地域分別収集で集積された「金属混合物」
の回収中に収集車両の荷箱から出火しました。幸
いにも発見が早く、作業員が発火した部分を取り
出し、消火器で消し止めたため、大きな被害は出ま
せんでした。今後こうした事態を繰り返さないた
めに、以下の点にご注意願います。

火災の原因は中身が残った「カセットボンベ」
か「スプレー缶」とみられています。収集車両の
荷箱には、ごみを圧縮する機能があります。収集
物に可燃性のガスが残ったカセットボンベやスプ
レー缶があると、圧縮した際につぶれて荷箱内に
ガスが漏れ出し、金属の摩擦などで生じた火花に
よって発火します。

収集車両の火災予防には、資源ごみを出されるか
たの協力が不可欠です。「カセットボンベ」や「スプレ
ー缶」は、必ず最後まで使い切り、火の気のない風
通しの良いところで穴を開けてから分別収集に出し
てください。

※カセットボンベを使い切った際には、振っても音が
しなくなります。また、使い切れない、中身が抜けな
いなど、カセットボンベに関する問い合わせは、商
品に表示されているメーカーや販売
元、および（社）日本ガス石油機器
工業会「カセットボンベお客様センタ
ー（☎０１２０・１４・９９９６）」で
対応しています。

太陽光発電システム設置補助

●太陽光発電普及拡大センター（JPEC）からの「補
助金交付決定通知書」（平成２２年４月１日以降
発行）を受けている

●電力会社と「太陽光余剰電力受給契約」を締結し
ている

●市税などの滞納がない　など

１ｋＷ当たり２万５千円（最高１０万円（４kW）まで）

家庭用燃料電池設置補助

●燃料電池普及促進協会（FCA）からの「補助金交
付決定通知書」（平成２３年４月１日以降発行）
を受けている

●定格運転時において１.５ｋＷ以下の発電出力
がある燃料電池システムである

●市税などの滞納がない　など

１件当たり１０万円

自ら所有し、かつ居住する住宅に未使用の対象システムを導入した個人に対し、予算の範囲内で
補助金が支給されます。詳しくは問い合わせください。

平成２４年３月３１日（ただし、予算を超過した場合は、その時点で受け付けを終了）

ごみ収集車両の火災が発生しました！

太陽光発電システム設置補助を引き続き継続し、
家庭用燃料電池（通称：エネファーム）に対する設
置補助も始めます!東北地方太平洋沖地震が発生したことに伴い、県内

各地で義援金集めと称して詐欺が発生しています。
「電話型」女性宅に仙台市に実在する会社名を名乗
る男から「義援金が足りないので寄付をお願いしま
す」と電話があった。
「訪問型」女性宅に２０歳代後半の男が訪れ、ネックレ
スを見せて「これは寄付されたものです。換金して被災
地に送るので貴金属があれば提供してください」と要求
され、金のネックレスを渡した。
「アドバイス」県・市町村などの公的機関が戸別に訪
問して義援金を募ることはありません。義援金などは、
マスコミなどで公表された機関を利用しましょう。

※毎週月・水・金曜日（９：00～12：00）は市役所福間庁舎
で消費生活相談員が相談を受け付けています。
※福岡県消費生活センター（☎０９２・６３２・０９９９）でも随
時相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

市
男
女
共
同
参
画
推
進
室
で
は
、

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成

23
年
度
に
予
定
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

福津市住宅用新エネルギー設備等設置補助金

火災原因

募集期限

補助要件

補助金額

補助要件

補助金額

お願い

女性を対象とした
悩み事電話相談です。

毎 日

年３回

７月１日、
１１月４日、
平成２4年
２月３日

☎092・401・5353

女性の人権に関する
法律相談です
（要事前予約）。

女性のための
無料法律相談

ふくつ
女性ホットライン

祝日、年末
年始は除く

10:00～17:00

木曜日は
19:00まで

13:00～16:45

相談時間は
１人当たり
４５分


